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人間は五感を通して外界の刺激を情報取得し，脳で処理を行い認識している．感性工学は“ユ

ーザーの立場に立つ工学”と言われる．取得情報が脳内でどう印象づけられ，どう認知されるか

という「深い感性」のメカニズムは脳科学にもつながる興味深い話題である． 

皮膚は人間の身体において日常的に観察される部位である．普通に目で見える様は可視光によ

る効果である．ヒト前腕部の静脈血管はやや太めの青緑色に見える．これは周辺組織との空間的

な相対色知覚の一例であり，分光反射率を調べると青色でなく肌色に解析される 1)．血中ヘモグ

ロビン色素，メラニン色素による光吸収，ならびに組織内多重散乱を経た光伝搬の結果である 2)．  

皮膚の見え方にアプローチする技術として，著者らは皮膚組織の多層構造モデルを構築し，モ

ンテカルロ法に基づく数値シミュレーション手法を開発した 3)．実測にほぼ近い皮膚の分光反射

率の生成を可視波長領域で実現している．皮膚内の吸収と散乱の度合いを調整することで多様な

条件を想定した分光反射率が生成でき，RGB を介して肌色再構成を行う技術として，スキンケア

化粧品の開発や皮膚科の診断支援での利用が期待されている． 

皮膚内の様々な吸収・散乱条件での肌の色みをシミュレーションする技術を活用し，人が肌の

色を知覚・弁別する特性を定量的に調べる研究が現在進められている 4)．年齢，健康状態，顔印

象などの判断に関わる重要な要素であり，感性と直接むすびつく分野である．物理的な定量情報

がユーザーである人間の脳に到達した際，個人毎の記憶や性格の影響を受けながら，どのような

印象として認識されるかは，まだまだ未知な部分の多い興味深いテーマである． 

本講演では，静脈の青み，多層構造皮膚モデルとモンテカルロ法による光伝搬解析，肌画像再

構成技術，肌色の弁別特性などについて紹介する予定である． 
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